
１
-
は
じ
め
に

　
一
月
十
七
日
午
前
五
時
四
十
六
分
、
突
如
関
西
地

方
を
襲
っ
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・
二
の
激
震
は
、

ビ
ル
や
高
速
道
路
を
な
ぎ
倒
し
五
千
余
人
の
命
、
三

十
万
人
か
ら
安
住
の
場
を
奪
い
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を

ズ
タ
ズ
タ
に
寸
断
し
た
。
都
市
直
下
型
地
震
の
恐
ろ

し
さ
を
ま
ざ
ま
ざ
と
見
せ
つ
け
た
。

　
水
道
局
で
は
地
震
発
生
当
日
か
ら
二
月
二
十
四
日

ま
で
、
二
十
三
隊
、
延
べ
二
千
二
百
二
十
人
の
職
員

と
、
民
間
業
者
千
三
百
九
十
二
人
を
現
地
に
派
遣
、

お
よ
そ
一
週
間
交
代
で
現
在
も
作
業
を
続
け
て
い
る
。

以
下
、
水
道
局
に
お
け
る
支
援
活
動
の
状
況
、
派
遣

職
員
の
活
動
状
況
等
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

２
一
情
報
収
集
と
後
方
支
援

①
－
派
遣
に
い
た
る
経
過

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
様
子
は
、
時
間
の
経
過
と

と
も
に
、
燃
え
盛
る
火
災
現
場
だ
け
で
な
く
、
倒
壊

し
た
阪
神
高
速
道
路
や
、
多
く
の
ビ
ル
が
倒
壊
し
て

い
る
光
景
、
崩
落
し
た
鉄
道
の
橋
脚
な
ど
を
、
生
々

し
く
テ
レ
ビ
映
像
は
写
し
だ
し
、
市
内
全
域
で
壊
滅

的
な
被
害
を
受
け
た
と
報
じ
た
。
全
国
民
を
驚
愕
さ

せ
海
外
で
も
大
き
な
反
響
を
よ
ん
だ
。

　
水
道
局
で
は
、
こ
う
し
た
報
道
か
ら
水
道
施
設
も

相
当
の
被
害
を
受
け
た
も
の
と
推
測
し
、
よ
り
正
確

な
情
報
を
知
る
た
め
に
、
直
ち
に
大
阪
市
と
連
絡
を

と
っ
た
。
大
阪
市
か
ら
は
、
「
大
阪
市
に
お
い
て
も
、

漏
水
破
裂
個
所
が
多
発
し
て
お
り
、
神
戸
市
を
中
心

と
し
て
被
害
が
相
当
広
範
囲
に
及
び
、
水
道
施
設
も

大
き
な
被
害
を
受
け
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
」
と

の
情
報
を
寄
せ
て
き
た
。

　
こ
う
し
た
情
報
を
得
て
、
救
援
の
必
要
性
が
あ
る

と
判
断
し
東
京
都
と
も
連
絡
を
と
っ
た
。
東
京
都
で

は
、
救
援
要
請
は
な
い
も
の
の
、
応
援
給
水
隊
の
派

遣
準
備
に
入
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
後
、
よ
う
や
く
電
話
回
線
が
つ
な
が
っ
た
十

二
時
頃
、
救
援
隊
派
遣
に
つ
い
て
当
局
か
ら
神
戸
市

水
道
局
に
救
援
の
用
意
が
あ
る
旨
の
打
診
を
し
た
と

こ
ろ
、
午
後
一
時
十
分
に
な
っ
て
、
「
十
三
大
都
市

災
害
時
相
互
応
援
に
関
す
る
協
定
」
に
基
づ
き
、
締

結
さ
れ
た
「
十
二
大
都
市
水
道
局
災
害
相
互
援
助
に

関
す
る
覚
書
」
に
基
づ
い
て
、
神
戸
市
水
道
局
か
ら

の
救
援
要
請
が
当
局
に
寄
せ
ら
れ
た
。

　
水
道
局
で
は
、
こ
の
要
請
を
受
け
て
直
ち
に
応
急

給
水
の
応
援
隊
を
派
遣
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
選
抜

し
た
メ
ン
バ
ー
に
派
遣
命
令
を
出
す
と
同
時
に
、
派

遣
隊
用
の
食
糧
、
車
、
機
材
等
の
準
備
に
入
っ
た
。

出
発
時
間
は
、
メ
ン
バ
ー
の
身
の
廻
り
及
び
、
食
糧
、

車
、
機
材
等
の
準
備
に
要
す
る
時
間
、
現
地
到
着
時

間
等
を
想
定
し
て
、
当
日
夜
九
時
と
し
た
。

緊
急
特
集
・
横
浜
市
職
員
が
見
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
②
現
地
派
遣
職
員
の
報
告

　
現
地
で
の
物
資
調

達
は
出
来
な
い
こ
と
、

ガ
ス
な
し
で
自
炊
生

活
を
送
る
こ
と
を
前

提
に
準
備
を
行
っ
た
。

第
一
次
隊
か
ら
第
二

十
二
次
隊
ま
で
携
行

し
た
資
何
材
は
、
表
－

１
の
と
お
り
で
あ
る
。

②
－
隊
員
と
資
機
材

　
　
の
輸
送
方
法
等

　
神
戸
市
ま
で
の
隊

員
の
輸
送
に
つ
い
て

は
、
新
幹
線
が
不
通

で
あ
る
こ
と
か
ら
二

次
隊
及
び
六
次
隊
以

降
十
四
次
隊
ま
で
は

バ
ス
で
東
名
高
速
、

名
神
高
速
を
通
る
ル
ー

ト
に
し
た
。

　
バ
ス
は
交
通
局
に

お
願
い
し
、
一
月
二

十
一
日
か
ら
二
月
五

日
ま
で
の
四
回
に
わ

た
り
バ
ス
五
台
、
職
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員
十
名
の
派
遣
を
お
願
い
し
た
。

　
ま
た
、
資
機
材
の
輸
送
用
ト
ラ
ッ
ク
や
作
業
用
車

両
等
で
一
隊
で
二
十
数
台
の
連
列
に
な
る
こ
と
や
、

神
戸
市
内
ヘ
ー
刻
も
早
く
到
着
す
る
た
め
に
先
導
用

に
緊
急
車
を
配
置
し
た
。

　
当
初
、
先
導
車
は
水
道
局
緊
急
車
を
利
用
し
た
が
、

神
戸
市
内
で
給
水
車
の
先
導
に
必
要
と
な
っ
た
た
め
、

災
害
対
策
室
を
通
し
て
、
道
路
局
の
協
力
で
一
月
二

十
四
旧
か
ら
二
月
五
日
の
間
で
四
回
に
わ
た
り
、
五

台
の
緊
急
車
と
十
五
人
の
職
員
を
、
派
遣
し
て
も
ら
っ

た
。

　
こ
の
ほ
か
緊
急
輸
送
車
両
の
手
続
き
、
い
わ
ゆ
る

マ
ル
緊
マ
ー
ク
の
交
付
に
つ
い
て
は
災
害
対
策
室
の

関
係
者
に
は
、
そ
の
都
度
、
面
倒
を
か
け
た
。
（
第

二
十
三
次
隊
ま
で
百
四
十
四
枚
の
交
付
を
受
け
る
）

　
こ
の
よ
う
に
関
係
局
の
協
力
を
得
て
事
故
も
な
く

隊
員
と
資
機
材
の
輸
送
を
行
う
こ
と
が
出
来
た
こ
と

を
、
感
謝
し
て
い
る
。

　
二
月
十
一
日
派
遣
し
た
十
五
次
隊
以
降
は
、
新
幹

線
も
新
大
阪
ま
で
平
常
運
転
と
な
り
、
さ
ら
に
神
戸

市
内
へ
も
乗
継
ぎ
な
が
ら
の
交
通
手
段
が
確
保
さ
れ

た
の
で
、
新
幹
線
を
利
用
し
て
い
る
。

③
－
情
報
の
把
握
と
共
有

　
現
地
か
ら
の
情
報
は
、
活
動
状
況
と
と
も
に
各
隊

か
ら
携
帯
電
話
と
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
詳
細
が
総
務
課
長

に
報
告
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
厚
生
省
、
日
本
水
道

協
会
、
災
害
対
策
室
等
か
ら
の
情
報
も
得
る
こ
と
が

で
き
た
。
局
内
で
は
、
こ
れ
ら
の
情
報
を
も
と
に
連

日
二
回
に
わ
た
っ
て
対
応
策
を
検
討
す
る
と
同
時
に
、

現
地
か
ら
の
情
報
は
各
事
業
所
に
送
付
さ
れ
、
派
遣

職
員
の
健
康
状
況
や
活
動
の
様
子
が
全
職
員
に
伝
わ

る
よ
う
に
し
た
。

　
こ
う
し
て
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
に
よ
り
、
次
の

救
援
隊
の
派
遣
計
画
が
速
や
か
に
行
わ
れ
、
現
場
で

の
業
務
を
引
き
継
ぐ
上
で
も
、
大
き
な
効
果
を
上
げ

て
い
る
。

　
特
に
今
回
は
各
隊
に
携
帯
電
話
を
用
意
し
た
が
、

通
信
状
況
が
悪
い
な
か
で
大
変
有
効
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
災
害
対
策
室
か
ら
は
連
日
有
益
な
情
報
の

提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
派
遣
業
務
が
ス
ム
ー

ズ
に
進
ん
で
い
る
。

３
－
救
援
活
動
の
概
要
（
地
図
参
照
）

①
－
給
水
隊
の
派
遣
と
活
動

　
第
一
次
給
水
隊
の
構
成
は
、
森
川
青
葉
営
業
所
長

を
隊
長
と
す
る
職
員
二
十
一
人
と
、
ニ
ト
ン
給
水
車

二
台
、
緊
急
車
二
台
、
ワ
ゴ
ン
車
一
台
の
ほ
か
、
ポ

リ
容
器
二
千
個
と
派
遣
職
員
の
食
糧
（
非
常
用
米
飯

の
み
）
を
満
載
し
た
四
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
ー
台
の
、
合

せ
て
六
台
の
車
両
で
編
成
さ
れ
、
現
地
の
道
路
事
情

を
検
討
す
る
間
も
な
く
、
地
震
発
生
当
日
の
午
後
九

時
、
車
両
に
分
乗
し
た
隊
員
は
、
慌
た
だ
し
く
西
谷

浄
水
場
を
後
記
し
た
。

　
途
中
何
度
か
休
憩
を
と
り
な
が
ら
東
名
高
速
道
路

を
走
り
続
け
、
通
行
止
め
区
間
で
は
、
道
路
公
団
の

先
導
車
の
誘
導
に
よ
っ
て
、
倒
壊
し
た
阪
神
高
速
道

路
手
前
の
尼
崎
東
イ
ン
タ
ー
ま
で
一
気
に
進
ん
で
、

翌
日
の
午
前
十
時
三
十
分
に
は
、
三
宮
に
あ
る
奥
平

野
浄
水
場
に
到
着
す
る
こ
と
が
で
き
鴎

　
浄
水
場
で
は
、
場
長
か
ら
、
簡
単
な
被
害
状
況
の

説
明
を
受
け
た
あ
と
、
給
水
車
に
水
を
入
れ
、
中
央

区
と
兵
庫
区
を
管
轄
し
て
い
る
神
戸
市
水
道
局
の
中

部
セ
ン
タ
ー
所
長
の
指
揮
下
に
入
り
、
運
搬
給
水
及
‘

び
情
報
収
集
活
動
を
開
始
し
た
。

　
横
浜
が
受
け
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
運
搬
給
水
場
所

は
、
六
千
七
百
世
帯
、
一
万
七
千
人
が
住
む
近
未
来

都
市
と
し
て
知
ら
れ
る
人
工
島
の
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン

ド
で
、
大
き
な
団
地
を
抱
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
他

都
市
の
給
水
車
も
た
く
さ
ん
救
援
に
駈
け
つ
け
て
い

た
。

・
中
部
セ
ン
タ
ー
か
ら
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
へ
は
、

県
庁
、
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
三
宮
、
市
役
所
庁

舎
前
を
通
り
抜
け
て
神
戸
大
橋
を
渡
る
コ
ー
ス
で
、

距
離
に
す
れ
ば
わ
ず
か
五
キ
ロ
足
ら
ず
の
所
で
あ
る
。

し
か
し
、
一
般
車
の
規
制
が
ま
っ
た
く
行
わ
れ
て
い

な
い
た
め
に
も
の
す
ご
い
交
通
渋
滞
で
、
救
急
車
で

さ
え
も
思
う
よ
う
に
進
め
な
い
状
態
で
あ
っ
た
が
、

横
浜
市
の
給
水
車
は
赤
回
転
灯
と
サ
イ
レ
ン
を
装
備

し
た
緊
急
車
を
先
導
さ
せ
た
た
め
、
迅
速
な
給
水
活

動
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
地
区
で
は
、
当
初
、
奥
平
野

浄
水
場
か
ら
取
水
し
て
い
た
た
め
に
、
激
し
い
交
通

渋
滞
で
苦
労
の
連
続
で
あ
っ
た
が
、
二
十
日
か
ら
は
、

大
阪
市
か
ら
給
水
船
で
運
ば
れ
た
水
を
港
湾
局
の
給

水
セ
ン
タ
ー
で
取
水
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、

効
率
的
に
給
水
活
動
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
現
地
で
の
運
搬
給
水
は
、
一
月
十
八
日
か
ら
被
災

者
の
避
難
場
所
を
重
点
に
開
始
さ
れ
、
現
在
は
全
体

で
二
百
五
十
ヵ
所
の
給
水
場
所
に
ピ
ス
ト
ン
輸
送
さ

れ
て
い
る
。

　
被
災
者
が
給
水
を
受
け
る
た
め
に
用
意
し
た
容
器

は
、
口
の
小
さ
な
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が
多
く
給
水
は
困

難
を
極
め
た
が
、
隊
員
の
給
水
作
業
に
対
し
て
、
多

く
の
市
民
の
方
々
か
ら
心
暖
ま
る
言
葉
や
、
礼
状
を

寄
せ
ら
れ
た
こ
と
が
、
何
よ
り
の
励
み
と
な
っ
た
。

②
－
応
急
復
旧
隊
の
派
遣
と
活
動
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応
急
復
旧
隊
の
派
遣
も
給
水
隊
と
同
じ
よ
う
に
、

「
十
二
大
都
市
水
道
局
災
害
相
互
援
助
に
関
す
る
覚

書
」
に
基
づ
い
た
、
神
戸
市
か
ら
の
応
援
要
請
を
受

け
て
、
隊
を
編
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
最
初
の
応
急
復
旧
隊
は
第
四
次
隊
と
し
て
派
遣
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
、
隊
の
構
成
は
野
田
川
井
浄
水
場

長
を
隊
長
に
、
職
員
十
人
と
民
間
業
者
十
九
人
で
編

成
さ
れ
た
。

　
一
月
二
十
一
日
午
後
七
時
三
十
分
、
西
谷
浄
水
場

に
集
合
し
た
隊
員
は
、
修
理
用
資
機
材
や
携
帯
無
線

等
を
積
ん
だ
ダ
ブ
ル
キ
ャ
ブ
ト
ラ
ッ
ク
三
台
と
、
建

設
機
械
を
積
ん
だ
ト
ラ
ッ
ク
十
台
に
分
乗
し
て
、
神

戸
市
へ
と
向
か
っ
た
。

　
車
は
、
東
名
・
名
神
高
速
道
路
を
経
由
し
て
、
途

中
三
時
間
の
仮
眠
を
と
り
、
翌
二
十
二
日
の
午
後
三

時
に
、
よ
う
や
く
神
戸
市
水
道
局
西
部
セ
ン
タ
ー
に

到
着
し
た
。

　
到
着
後
直
ち
に
吉
川
副
所
長
ら
神
戸
市
側
と
の
作

業
打
合
せ
を
行
い
、
西
部
セ
ン
タ
ー
が
管
轄
す
る
区

域
内
を
八
ブ
ロ
ッ
ク
に
区
分
し
て
、
横
浜
は
、
長
田

区
西
部
と
須
磨
区
の
一
部
に
ま
た
が
る
、
三
ブ
ロ
ッ

ク
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
そ
の
後
、
さ
ら
に
復
旧
隊
の
増
員
要
請
が
あ
り
、

二
日
後
の
二
十
四
日
に
は
、
依
田
神
奈
川
営
業
所
長

を
隊
長
に
、
職
員
十
人
と
民
間
業
者
十
二
人
に
加
え

て
、
新
た
に
道
路
局
か
ら
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
職
員
三
人
に
よ
る
緊
急
車
両
の
先
導
で
垂
水
セ
ン

タ
ー
に
向
か
っ
た
。

　
西
部
セ
ン
タ
ー
で
の
担
当
区
域
は
、
Ｊ
Ｒ
山
陽
本

線
と
国
道
２
号
線
に
挾
ま
れ
た
、
長
さ
約
三
キ
ロ
の

区
域
で
、
か
っ
て
は
ケ
ミ
カ
ル
シ
ュ
ー
ズ
工
場
や
、

木
造
家
屋
が
密
集
し
て
い
た
地
域
で
、
火
災
に
よ
る

被
害
が
最
も
大
き
く
、
ほ
と
ん
ど
の
給
水
装
置
が
破

損
し
て
お
り
、
倒
壊
を
免
れ
た
家
屋
も
全
戸
が
断
水

し
て
い
た
。

　
復
旧
隊
の
目
標
は
、
二
月
末
ま
で
に
六
十
五
万
戸

の
断
水
区
域
を
応
急
復
旧
し
て
、
給
水
し
よ
う
と
い

う
も
の
で
、
避
難
所
や
医
療
機
関
へ
の
給
水
を
優
先

し
て
作
業
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
こ
の
区
域
で
は
、
配
水
管
は
ほ
と
ん
ど
損
傷
を
受

け
て
い
な
か
っ
た
も
の
の
、
配
水
管
か
ら
分
岐
し
て

い
る
給
水
装
置
に
被
害
が
集
中
し
て
お
り
、
配
水
管

に
水
圧
を
か
け
る
と
、
給
水
装
置
か
ら
水
が
吹
き
出

し
て
し
ま
う
状
態
で
あ
っ
た
が
、
焼
失
し
た
瓦
牒
が

障
害
と
な
っ
て
、
止
水
作
業
は
思
う
よ
う
に
は
か
ど
っ

て
い
な
い
。

　
垂
水
セ
ン
タ
ー
は
、
神
戸
市
の
西
端
に
位
置
す
る

垂
水
区
と
西
区
を
管
轄
し
て
い
る
。

　
こ
の
地
域
は
、
昭
和
四
十
年
代
の
高
度
成
長
期
に

住
宅
が
盛
ん
に
建
設
さ
れ
た
地
域
で
、
比
較
的
新
し

い
住
宅
が
多
く
、
震
源
地
に
近
い
割
に
は
倒
壊
し
た

住
宅
は
少
な
く
、
ほ
と
ん
ど
の
住
民
が
自
宅
で
生
活

し
て
い
た
。

　
し
か
し
、
丘
陵
地
を
造
成
し
た
場
所
で
は
、
神
戸

市
特
有
の
粘
質
の
少
な
い
土
（
ま
さ
土
）
を
盛
土
に

使
用
し
て
お
り
、
地
表
面
が
地
割
れ
し
て
、
地
下
埋

設
物
に
被
害
が
集
中
し
て
い
た
。

　
水
道
管
の
復
旧
作
業
は
、
西
神
低
層
配
水
場
の
幹

線
で
あ
る
口
径
七
百
ミ
リ
配
水
管
の
復
旧
と
、
袖
綾

台
地
域
の
配
水
管
復
旧
を
行
っ
た
。

　
こ
の
配
水
幹
線
の
復
旧
は
、
阪
神
水
道
企
業
団
の

幹
線
が
破
裂
し
た
た
め
、
西
神
低
層
配
水
場
の
流
入

量
不
足
が
懸
念
さ
れ
た
が
、
貯
水
量
五
千
ト
ン
が
確

保
さ
れ
て
い
た
。
幹
線
通
水
は
、
こ
の
貯
水
を
利
用

し
て
行
っ
た
が
、
幸
い
に
し
て
漏
水
は
認
め
ら
れ
な

か
っ
た
。

緊
急
特
集
・
横
浜
市
職
員
が
見
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
②
現
地
派
遣
職
員
の
報
告

　
一
方
、
神
綾
台
地
域
に
お
け
る
水
道
管
は
、
家
屋

と
は
対
照
的
に
か
な
り
の
被
害
を
受
け
て
お
り
、
鋳

鉄
管
及
び
ダ
ク
タ
イ
ル
鋳
鉄
管
の
受
□
か
ら
の
離
脱

が
、
Ｔ
字
管
の
近
く
で
多
数
発
生
し
て
い
る
の
が
確

認
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
配
水
管
か
ら
各
家
庭
に
引
き
込
ん
で
い
る

耐
衝
撃
性
塩
化
ビ
ニ
ル
管
を
主
に
し
た
給
水
装
置
に

も
、
剪
断
し
た
り
接
合
部
の
抜
け
出
し
た
も
の
が
、

数
多
く
見
ら
れ
た
。

　
こ
の
地
域
で
の
修
繕
対
応
は
、
配
水
管
に
通
水
し

て
漏
水
箇
所
を
確
か
め
、
止
め
て
は
修
繕
し
て
通
水

す
る
と
い
う
作
業
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
各
家
庭
に

給
水
す
る
方
法
が
と
ら
れ
た
。

　
さ
ら
に
、
地
下
漏
水
し
て
い
る
配
水
管
路
で
は
、

管
内
水
圧
が
上
が
ら
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
漏
水
探

知
機
に
よ
る
地
下
漏
水
音
を
聞
き
取
る
音
聴
作
業
も

困
難
を
極
め
た
。

　
な
お
、
地
割
れ
を
起
こ
し
て
い
る
所
で
は
、
ガ
ス

管
に
も
被
害
が
発
生
し
て
い
て
、
ガ
ス
の
臭
い
が
鼻

を
つ
く
と
い
う
危
険
を
伴
っ
た
修
繕
工
事
で
あ
っ
た

が
、
ガ
ス
会
社
と
連
携
を
と
っ
て
細
心
の
注
意
を
払

い
な
が
ら
作
業
を
進
め
た
。

④
－
物
資
輸
送
隊
の
派
遣

　
神
戸
市
災
害
対
策
本
部
か
ら
は
、
横
浜
市
に
対
し

て
物
資
輸
送
隊
の
派
遣
要
請
が
あ
り
、
水
道
局
が
こ

の
任
務
に
就
く
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

　
こ
の
決
定
を
受
け
て
、
物
資
輸
送
隊
が
編
成
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
、
牧
田
北
部
建
設
課
長
を
隊
長
に
、

職
員
二
十
人
が
、
十
台
の
ニ
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
に
ポ
リ

容
器
一
万
個
を
満
載
し
て
、
一
月
二
十
二
日
か
ら
二

十
八
日
ま
で
の
予
定
で
、
応
急
復
旧
隊
と
一
緒
に
出

発
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

給水作業
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輸
送
隊
は
灘
区
役
所
を
拠
点
に
小
中
学
校
や
町
内

会
館
、
公
園
、
保
育
園
等
に
避
難
し
て
い
る
被
災
者

に
、
全
国
各
地
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
生
活
用
品
及
び
食

料
等
を
輸
送
す
る
も
の
で
、
六
日
間
で
百
五
十
台
分

の
物
資
を
輸
送
し
て
任
務
を
終
え
た
。

４
-
今
後
の
災
害
に
備
え
て

　
応
援
活
動
を
通
し
て
多
く
の
教
訓
を
得
た
が
、
災

害
時
の
飲
料
水
対
策
と
し
て
、
循
環
式
地
下
貯
水
槽

の
重
要
性
を
改
め
て
強
く
認
識
し
た
。
市
役
所
や
区

役
所
、
地
区
セ
ン
タ
ー
、
図
書
館
等
に
も
、
早
期
に

設
置
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
災
害
時
の
体
制
整
備
と
し
て
は
、
大
都
市
間
で
の

相
互
支
援
体
制
を
、
よ
り
具
体
的
に
決
め
て
お
く
必

要
が
あ
る
。

　
あ
る
都
市
で
大
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
、
ど
の

都
市
が
総
合
調
整
役
を
果
た
す
の
か
、
事
前
に
決
め

て
お
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　
ま
た
、
神
戸
市
水
道
局
本
庁
舎
が
壊
滅
し
、
図
面

が
失
わ
れ
た
こ
と
を
思
う
と
、
図
面
を
市
内
の
複
数

場
所
で
の
分
散
保
管
と
、
都
市
間
で
の
共
有
も
必
要

と
考
え
ら
れ
る
。

　
応
援
隊
も
、
宿
舎
や
食
事
、
便
所
、
風
呂
等
の
装

備
が
必
要
と
思
わ
れ
る
が
、
災
害
時
に
備
え
て
、
他

都
市
の
応
援
者
の
宿
泊
施
設
や
、
備
品
を
備
え
る
こ

と
も
大
切
で
あ
る
。

　
一
方
、
発
災
時
に
は
住
民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

に
も
協
力
を
求
め
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
役
割
を
決

め
て
お
く
こ
と
も
重
要
で
あ
り
、
今
後
、
応
急
給
水

訓
練
等
へ
の
参
加
を
町
内
会
等
へ
呼
び
か
け
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

　
運
搬
給
水
に
も
限
界
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
水
道
施

設
の
復
旧
手
順
と
し
て
は
、
仮
設
配
管
等
に
よ
る
一

日
も
早
い
避
難
場
所
へ
の
管
路
で
の
給
水
確
保
が
、

ま
ず
最
初
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
た
。

　
地
震
発
生
か
ら
三
日
間
は
大
変
な
混
乱
が
予
測
さ

れ
る
。
神
戸
市
で
も
、
交
通
障
害
や
体
制
の
不
備
か

ら
、
十
分
な
運
搬
給
水
が
で
き
な
か
っ
た
。

　
行
政
と
し
て
最
低
限
の
水
の
確
保
を
す
る
こ
と
は

当
然
で
あ
る
が
、
各
家
庭
に
お
い
て
も
災
害
時
に
は

自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
ポ
リ

容
器
等
で
最
低
三
日
分
程
度
の
水
の
備
蓄
を
、
機
会

あ
る
ご
と
に
啓
蒙
す
る
こ
と
が
、
即
効
性
の
あ
る
対

策
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

５
-
お
わ
り
に

　
多
く
の
被
災
者
に
と
っ
て
、
思
い
が
け
な
い
大
き

な
災
害
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
大
震
災
を
契
機
に
各
自

治
体
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
国
を
挙
げ
て
災
害
に
対

す
る
認
識
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。

救
援
活
動
を
通
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
方
々
に
出
会

い
、
私
た
ち
は
毎
日
が
感
激
の
連
続
で
あ
っ
た
。

　
「
遠
い
横
浜
か
ら
、
わ
ざ
わ
ざ
あ
り
が
と
う
」
「
あ

な
た
が
た
の
お
陰
で
、
命
拾
い
し
ま
し
た
」
「
私
た

ち
は
、
こ
ん
な
こ
と
で
へ
こ
た
れ
な
い
、
必
ず
前
よ

り
も
更
に
す
ば
ら
し
い
街
に
し
て
み
せ
る
」
こ
う
し

た
言
葉
だ
け
で
は
な
く
、
「
あ
り
が
と
う
」
と
涙
ぐ

み
な
が
ら
手
を
握
り
し
め
て
く
れ
た
、
た
く
さ
ん
の

被
災
者
の
方
々
の
手
の
温
も
り
と
、
心
の
暖
か
さ
と

力
強
さ
を
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
神
戸
市
の
、
一
日
も
早
い
復
興
を
祈
り
た
い
。

　
「
ガ
ン
バ
レ
神
戸
！
」

Λ
永
井
幹
男
＝
水
道
局
技
術
監
理
課
長
／
篠
＝
同
局

鶴
見
営
業
所
長
／
依
田
＝
同
局
神
奈
川
営
業
所
長
／

森
川
＝
同
局
青
葉
営
業
所
長
／
横
山
＝
同
局
青
葉
営

業
所
料
金
係
長
▽

復旧作業
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